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土井畑個人の仕事における
地域おこし協力隊の定義は

------------------------------

稲敷市で自分の仕事を作ること

------------------------------

つまり、土井畑自身が稲敷市で
スポーツを生業にできること
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スポーツとは

身体を動かすこと

楽しさや喜びに根源を持つ

自発的に参画する

生涯にわたり心身ともに

健康で文化的な生活を営む上で

不可欠のもの

僕の思うスポーツ振興とは

運動スポーツを通して、心理的・身体的・社会的
に健康を保ち、豊かで幸福な人生を送る人が、一
人でも多く増えること

です。
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目指している文化

楽しむためにスポーツをする

別に勝たなくていいし
頑張らなくていい

やりたい人が、やりたいことをやれ
ばよい

それぞれがそれぞれのペースで、運
動スポーツを楽しむ文化

武道や学校体育との融合と弊害　礼儀≠スポーツ
スポーツがボランティアで成り立つ文化の弊害

社会問題としてのコーチング

勝つことを目指すことで、おかしくなるスポーツ
の文化と社会
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第３期スポーツ基本
計画
2022年４月１日に発布予定

2022年１月にパブリック・コメン
トを受け付けた時の内容

する みる ささえる

人生が
変わる

世界と
つながる

社会を
変える

未来を
つくる

スポーツを
つくる

はぐくむ

あつまり　ス
ポーツをとも
に行い　つな
がりを感じる

スポーツに
だれもが
アクセス
できる

第１期

第３期

第２期
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稲敷市の現状

◎稲敷市民の運動・スポーツの実施状況等に
関する調査（R３年７月　実施）

◎スポーツ実施が低頻度（週１回未満）
・22歳～50代の男女
・60代以上の女性
実施率を上げていきたい。

◎スポーツを実施しない理由　ランキング
１位　仕事や家事、勉強が忙しいから
２位　面倒くさいから
３位　場所や施設がないから
４位　疲れるから
５位　苦手だから
６位　お金に余裕がないから

調査報告

低頻度 高頻度

0% 25% 50% 75% 100%

~22歳未満 

22歳～30代 

40・50代 

60代以上 

女性

男性 低頻度 高頻度

0% 25% 50% 75% 100%

~22歳未満 

22歳～30代 

40・50代 

60代以上 



実施目的と年代・頻度に関する数量化Ⅲ類の分析結果

働き世代は健康課題を
感じている60代以上は

健康への意識が高い
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協力隊活動を通して
感じたこと
第３期スポーツ基本計画から

スポーツを
つくる

はぐくむ

あつまり　ス
ポーツをとも
に行い　つな
がりを感じる
スポーツに
だれもが
アクセス
できる

誰もがスポーツを楽しめる環境を作ること
そんな環境を育むこと

⇒楽しく運動スポーツをしたい人の
　居場所がない
　（特に子ども）

集まる場がない
≒開かれたコミュニティが無い
≠施設設備が無い

⇒休日に行くところが無いから、市外が家
　にこもるしかない（子育て世代ママ）

車が無いとスポーツしに行けない
子どもと高齢者はアクセスできない
送迎側も時間を拘束される
近場でできる運動スポーツのコミュニティ
は限定的

⇒送迎できるゆとりのある家庭のみ参加



活動概要

◎子育て世代も運動スポーツを楽しめ
ること

◎運動スポーツを行うきっかけづくり

◎誰もが運動スポーツを楽しめる地域
づくり

稲敷市の方々が
運動・スポーツを通して
より健康で幸せな暮らしが
できるように

活動一覧

茨城県地域コーディネーター
育成プログラム

５月～11月の間、週３日、１日３
時間の研修を受け、地域コーディ
ネーターとしての知識・スキルを
学んだ。

総合型地域スポーツクラブ
設立準備

稲敷市内におけるスポーツ振興を
加速させるため、総合型地域スポ
ーツクラブの設立を目指し、準備
等を実施した。

にぎやか公園作戦

稲敷市内の公園で運動スポーツグ
ッズを貸し出し、運動スポーツに
親しむ環境をつくる取り組みを行
った。

トランポリン開放事業

国体レガシーとして、稲敷市の
方々がトランポリンを親しみ、そ
して運動スポーツを楽しむきっか
けを作る取り組みを行った。
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市内利用者 市外利用者 不明

0 100 200 300 400

リバーサイド公園 

桜川公民館 

新利根総合運動公園 

にぎやか公園作戦
公園等で運動スポーツグッズ等
を貸し出します

　目標は利用者1,000人でしたが、到達しませんでした。そのため、来年度
は最も利用者が多いリバーサイド公園に会場を固定して実施する予定。

狙い：スポーツを通した家族の
　　　余暇をデザインする

 実施日
実施回数 合計利用者数 平均利用者数 主な利用者

総計 34回 642人 18.9人 ３～９歳の子どもと
その保護者

リバーサイド
公園

第１，３(日)
14回 392人 26.1人 公園に遊びに来た家族

新利根総合
運動公園

第２・５(日)
12回 136人 13.8人 大会に連れてこられた兄弟姉妹

スポーツ少年団の練習後

桜川公民館 第４(日)
８回 110人 11.3人 本事業を目的として来た家族
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トランポリン開放事業
江戸崎総合運動公園体育館を
利用される方で、トランポリン
を跳びたい方を対象とし、器具
の準備と利用をサポートします

◎実施回数　11回
◎利用人数　延べ79人

　印象としては、問い合わせも少なく、あまり市民の方にご利用いただけ
ていない実感がありました。

一方、本事業はリピーターが1/3くらいを占めるのも特徴です。そのため、
事業コンセプト自体が問題ではないと考えています。

　本事業は、協力隊修了後に終了する予定の事業です。そのため、令和４
年度では、他の業務との兼ね合いも調整しつつ、無理ない範囲で引き続き
実施していきたいと思います。

想
定
さ
れ
る
理
由

利用できる日程が限定的
私自身の予定もあり、平日の日中が利用できる主な時間帯
（平日夜と土日は要相談）　　　　　　　　　　　　　　

周知方法の問題
2021年１月の広報いなしきに掲載し、後は江戸崎総合運動公園体
育館と庁舎に掲示しているのみ。　　　　　　　　　　　　　　

夏休み期間と体育館の利用自粛期間が重なった
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茨城県地域コーディネ
ーター育成プログラム

◎茨城県が主催する、地域おこし協力隊を対象とした地域コーディネータ
ー育成プログラムに参加

◎５月～11月までの７か月間
　毎週　火・水・木　9：00～12：00

◎さとのば大学　マイフィールドコースを受講

◎受講メンバー
　茨城県内の協力隊　４人　（茨城県の研修として）
　他府県の協力隊　２人
　まちづくり会社　社員　１人

◎学んだこと

　・自分のこと
　・地域で仕事をするということ
　・対話すること
　・問いの質
　・場をつくること
　・お金を稼ぐということ
　・同じ基盤のある、互いに勝手の知った仲間の大事さ

　学んだことを生かし、稲敷市を中心として、ゴリゴリ動いていきたいと
思います。
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総合型
地域スポーツクラブ
設立準備

◎作りたい未来は

『誰もがスポーツを通して健康で豊かな生活と人生を送る未来』

そこに近付く手段として、

１．非営利型の一般社団法人として
２．総合型地域スポーツクラブを立ち上げ運営する

ことを目指しています。令和４年度は、

１．理事あつめ（私含め５名　うち４名が稲敷市民）
２．設立総会の実施（３月６日（日）に実施）
３．定款認証（３月16日）
４．登記申請（３月末日・予定）

を行いました。

※総合型地域スポーツクラブとは…

スポーツ庁が推進する地域スポーツ振興のための事業

地域住民が主体となって、自分たちの健康やスポーツの場を自分たちで作
ることがコアなコンセプト。多種目・多世代・多志向を掲げて、受益者負
担による運営を求められているクラブです。
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総合型
地域スポーツクラブ
設立準備

◎稲敷市のスポーツ参加の一番の問題は、
　送迎が無いとスポーツに参加することが難しいこと

そこで、トランポリンやその他のスポーツ用具をトラックに積み込み、市
内の体育館等で運動スポーツを楽しむ場を作る事業を、来年度から徐々に
スタートしたいと考えています。

その準備として、中型自動車免許を取得いたしました。

2021年12月14日　竜ケ崎自動車教習所　教習開始

2022年１月21日　卒業検定合格　教習終了

2022年２月17日　中型自動車免許　取得　＠茨城県運転免許センター
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令和４年度の
計画

地域おこし協力隊のゴールは、『稲敷市で定住すること』
僕個人のゴールは、『稲敷市を中心として、スポーツで仕事をすること』

ということで、最終年度となる令和４年度は、

『総合型地域スポーツクラブの安定した運営と教室開催に係る事務』

を主となる業務として、諸々の事務作業を進めます。
地域のスポーツ振興を担えるクラブとなるよう、色々な方と相談して運営し
ていきたいと考えています。

具体的な業務としては、
１．にぎやか公園作戦・トランポリン開放事業を引き続き実施する
２．法人運営業務
３．総合型地域スポーツクラブの登録や、スポーツ振興くじ助成金の準備
４．教室開催や事業委託の庶務
５．その他（中学生・高校生への講演、地域イベントのサポート、など）
です。

----------------------------------

勝つことや頑張ることは２の次、楽しく長く続けることを目標に、子どもか
ら高齢者まで、年齢や性別、障がいの有無に関係なく、みんなが健康になれ
るスポーツクラブを目指しています。

ぜひ、ご支援・ご協力何卒よろしくお願いします。
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令和４年度の
計画

非営利型一般社団法人の中でも…
非営利が徹底された法人
１．利益の再配分を行わない
２．解散時の財産は国や地方行政団体、公益法人等に寄付する
３．３親等以下の理事が1/3以下
を満たす法人です。

＜公益目的事業＞
公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律（抜粋）
二　文化及び芸術の振興を目的とする事業
三　障害者若しくは生活困窮者又は事故、災害若しくは犯罪による被害
者の支援を目的とする事業
四　高齢者の福祉の増進を目的とする事業
七　児童又は青少年の健全な育成を目的とする事業
八　勤労者の福祉の向上を目的とする事業
九　教育、スポーツ等を通じて国民の心身の健全な発達に寄与し、又は
豊かな人間性を涵かん養することを目的とする事業
十四　男女共同参画社会の形成その他のより良い社会の形成の推進を目
的とする事業
十九　地域社会の健全な発展を目的とする事業

＜法人税法上の収益事業＞
1 物品販売業
2 不動産販売業
3 金融貸付業
4 物品貸付業
5 不動産貸付業
6 製造業
7 通信業
8 運送業
9 倉庫業

10請負業
11印刷業
12出版業
13写真業
14席貸業
15旅館業
16料理店業・その
　他の飲食店業
17周旋業

18代理業
19仲立業
20問屋業
21鉱業 　
22土石採取業
23浴場業 
24理容業
25美容業
26興行業
27遊技所業

28遊覧所業
29医療保健業
30技芸教授を行う事業
31駐車場業
32信用保証業
33無体財産権の提供等
を行う事業
34労働者派遣業


